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(注)本稿の意見にわたる部分は筆者の属した、または属する組織の見解を表すものではなく、私見である。



2017年にこの本を共著で出版しました: 
どうして出版したかったのか、今日お話しします

• 本の進行そのものが対話(ダ
イアローグ)

• 対話の相手は、日本の幸福学
の第一人者、前野隆司慶應大
学大学院SDM教授
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前野隆司・保井俊之(2017)『無意識と「対話」する方法: あなたと
世界の難問を解決に導く「ダイアローグ」のすごい力 』ワニプラス

(2016年8月米国アリゾナ州セドナにて、筆者撮影 )



「二度目の人生」への転機: わたしの人生
は2001年9月11日に一度終わった

だから「二度目の人生」では、たとえ出世しなくとも、おカネにならな
くとも、社会を前向きに変えるための対話を進めて行きたいと思っ
ています。 3

(写真出所)ウィキペディアhttp://commons.wikimedia.org/wiki/File:WTC-Fireman_requests_10_more_colleagesa.jpg

崩壊したニューヨークのワールドトレートセンターで増援を求めるニューヨーク消防局の消防士

//upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/0/0a/WTC-Fireman_requests_10_more_colleagesa.jpg


2001～2015年:
「世の中を前向きに変える」(社会イノ
ベーション)に真正面から向き合うこと
で、私の人生は劇的に変わり始めた
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イノベーション教育に身を投じて
• 2008年に開設された慶應義塾大
学大学院システムデザイン・マネ
ジメント研究科(慶應SDM)に教員
としてはせ参じた。

• システム×デザイン思考でイノ
ベーションを起こす方法論の教科
書を共同執筆で、2014年に出版
した。

• 評判は良かった。数百人を超える
学生たちに二十を超える技法を
伝授した。毎日が楽しかった。院
生たちは本当に優秀で、伝授した
技法をバリバリと使いこなせるよ
うになり、優秀な成績を手にして
職場に戻っていった。
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(書影出所)amazon.co.jp

前野隆司(編著), 保井俊之, 白坂成功, 富田欣和, 石橋金徳, 岩
田徹, 八木田寛之(著)(2014)『システム×デザイン思考で世界
を変える: 慶應SDM「イノベーションのつくり方」』日経BP社



私に転機が再び訪れた

しかし、日本社会にイノベーションによる変革の波は起こらなかっ
た。たくさんイノベーションの方法論を教えたのに。深い疑問の淵
にわたしの心は沈んだ。(保井俊之 2021)
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それから数年が経って…



小布施の対話会で気づいたこと: 
足りなかったのは心の変容だった

• 2015年の秋、長野県小布施町の古民家
へ行き、円座の対話会に初めて参加。

• 対話を円座で三日間続けていくと、参加
者に、「じぶんごと」として何かをしたい意
欲が湧いてくる。

• そこにイノベーションの技法を教えると、
社会起業のアイデアが湧き、実際にどん
どん起業していく。(中村一浩ら 2017)

7

(写真出所: 2016年5月長野県小布施町にて、筆者撮影 )

⚫ これまでのイノベーション創出の取り組みと何が違ったのか。

⚫ イノベーション理論で「諭す」前に、対話で相手の心を開き、「やり
たい」という心の変容に火をつけたからだ。(保井俊之 2021)



対話とは
(Bohm 1996, Isaacs 1999, Kahane 2010)

• みなで力を合わせ、自分が変わるための一歩を踏み出すこと

• 分析したり、議論に勝ったり、意見を交換するのではない

• 自分の意見をひとまず棚に上げ、さまざまな意見を見つめる

• みなの意見を聞き、それらをいったん保留し、何を意味するの
か見てみること。

• 対話: 自分の心の中の問いを、対話への参加者とともに一緒に探
求すること

• 誰かにしてあげることではなく、誰かとともに行うこと

• 「相手はこういうヤツなのだ」という事前の思い込みを解く

• 相手の言っていることを判断することを棚に上げ、保留する

• パワフル・クエスチョンを立て、答えを自分で探求すること

• パワフル・クエスチョン: コーチングの用語。一生涯かけても
探求していきたい問い(Vogt et al. 2003, Kimsey-House et al. 
2011, ボブ・スティルガー 2015) 
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ざっくりとまとめると: 対話とは

•他人と意見交換することではない

•他者や自分の心の中でやりとりされる言葉を、
自分自身に反響させること

•そして、わたしたちの記憶の古層、すなわち
無意識に眠る知恵から、気づきを得る行動
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本書を書くきっかけとなった問題意識: 
無意識との対話で「左脳」と「右脳」のバランスをとれないか

• 脳の働き: 意識と無意識の二つ。無意識は意識できないが、実は
膨大。

• 無意識とは: 「意識できないこと」「無意識にやっていること」全
般を無意識と呼ぶ。「意識できない脳の処理」を「無意識的な
処理」と捉える

• 無意識: 創造性の発揮に必要なのではないか? 

• 日常生活で、会社や学校で論理的に説明することに全身全
霊を使い、SNSやメールで週7日間24時間絶え間なく合理的な
判断を迫られている。このような生活では心の中の半分が忘
れられている。

• 論理では割り切りない気持ち、感性、並びに何となくのもやも
やなどの心の作用。それらの心の部分は本当は社会や個人
の人生ではとても大切な、クリエイティブな部分
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最高の対話とは

•最高の対話

•無意識(自分の心の深層)
で内省し、歴史の古層とつ
ながり、新しい気づきが浮
かび上がること

•他者とのご縁を「無縁社
会」の中でもやい直していく

• まわりの人たちとの対話だ
けでなく、自分の心との内
省としての対話、さらには
家族やコミュニティ、地域の
文化や風土へのつながり
を探求する対話
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(写真出所)https://en.wikipedia.org/wiki/Campfire



対話とは、言葉を交わすことではない
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(図表出所)Wikipedia
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E7%89%A9%E8
%AA%9E
Shochiku Company, Limited (松竹株式会社, Shōchiku Kabushiki Gaisha) 
© 1953 - scanned movie poster released by Shochiku Company, Limited, 
パブリック・ドメイン, 
https://commons.wikimedia.org/w/index.php?curid=3670549による

【小津安二郎監督『東京物語』(1953年)】

• 最愛の妻が病で息を引きとったばかりの主人公・周
吉(笠智衆)と、周吉の戦死した息子とかつて夫婦で、

姑の看病に東京から駆けつけていた義理の娘・紀
子(原節子)が、周吉の尾道の坂の上の自宅近くか

ら、盛夏の夜明けの瀬戸内海を二人で並んで眺め
る。

• 「ああ…きれいな夜明けだなあ…今日も暑うなるぞ」

• 周吉のせりふはこれだけ。周吉と紀子との対話の
言葉もこれだけ。しかも両者は対面もせず、海を並
んで眺めているだけ。

• しかしその瞬間、周吉と紀子は自らの思いも相手
への気遣いも双方向で通い合っている。彼らは最
愛の人たちをともに失った過去を内省し、周りのひ
とたちとの関係性を大事にしながらも、これから独
力で生きていく決意を改めて静かに心の中で固め
る。

• 周吉と紀子は二人の間のみならず、自分自身の
「いまここにいること」と十全に対話している。



第1章: ダイアローグのルーツ
• 対話（ダイアローグ）が世界の注目を集めている。

• 議論・討論とは違う

• 近代合理主義、要素還元主義、進歩主義的世界観では
解決できない問題に対処する方法

• ダイアローグ理論のルーツはベトナム反戦運動時のカウ
ンターカルチャー。

• 対話の中に息づく「歴史の古層」

• 新しい文明・文化に、一見「負けた」ように見える論理や古
い文化も完全に消滅することはなく、「感じ」「懐かしさ」とし
て文化の古層に生き続けている。

• 世界各地の文化・文明の「古層」

• 意見・正義・文化の衝突を防ぐための知恵（ネイティブ・ア
メリカンのトーキングスティック、車座で語り合う文化など）
が数多く埋まっている。

• ダイアローグの有効性を無意識で感じとる機会
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第2章: ダイアローグとはなにか
• 対話理論の大先達たち: ウィリアム・アイザックス、オットー・
シャーマーは経営学、マーガレット・ウィートリーはジェンダー
論、アダム・カヘンは紛争解決マネジメントの新しい手法とし
て、ダイアローグを取り入れた。

• ダイアローグの四機能（ウィリアム・アイザックス）: 「聞く」「大
事にする」「保留する」「出す」

• 議論でも意見交換でもない２つの対話のカタチ（ウィリアム・
アイザックス）。

• リフレクティブ（内省的）・ダイアローグ: 主張や論理を離れ、
自分自身の無意識と対話

• ジェネレーティブ（生成的）・ダイアローグ: 参加者全員が
個人としての思考を離れ、ジャズの即興演奏のように協
創する対話
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聞く
(Listening)

対話で、心の中のモヤモヤが未来への形になる
(Isaacs 1999:29-36, 31図を筆者が一部修正)
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見えないものが形になる
(Architecture of the invisible)

直感から来る兆し
(Predictive Intuition)

新しいふるまいへの力
(Capacity for New Behavior)

大事に
する

(Respecting)

保留する
(Suspending)

声に出す
(Voicing)

対話の
四機能



第3章: 日本はもともとダイアローグ的な国だった

•従来の論理で説明しきれない曖昧なモノをとらえよ
うとする「古層の論理」に、日本人は馴染んでいる

•多様な論理の共存を可能にするダイアローグ的
な知恵: 「はっきり主張しない」「白黒つけずに保
留する」

•古層の表層への露出: アメリカ西海岸でダイアロー
グが生まれる以前から、日本には文化のクロスロー
ドとして、多様な文化の衝突、選択的受容を繰り返
してきた歴史がある

•政治的ロジックの変化、Political Correctnessへの
違和感が強まっている欧米: 日本のようなダイア
ローグ的世界の入口に立っている?
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自己認知としての対話: 多声性

• Bakhtinの対話性(dialogism)理論(日本認知学会
2002:518, 525)
• 対話的関係にあること: 自己の存在・認知が可能であ
るためには、自らとは異なる他者が必要

• 多声性(ポリフォニー): 複数の対話が並行進行

• どのような発語の意味も個人に完全に還元
できない。

•対話:他者性が生の基盤であり、すでに存在して
いるものといまだ存在していないもの、すなわち自
分と他者との絶えざる交換(クラークら 1990:91)
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Mikhail Bakhtin
(1895-1975)

(写真出所)https://en.wikipedia.org/wiki/Mikhail_Bakhtin



知的創造を対話で行う日本の伝統から、
新しい価値づくりへ

• 知的創造: 日本では伝統的に、個人ひとりの力量(アルテ)でなされ
るものではなく、人と人との間での対話でなされるとの認識

• 和辻哲郎の「人間(じんかん)」

• 漫才など演者二人以上の話芸を、速記録の形で書物にして読
むという伝統

• 菊池寛創刊の『文藝春秋』が火を点けた対談記事、対談本の
大正・昭和戦前期ブーム

• 対話によってイノベーションは生まれる

• 対話によって相手と新たな価値を協創

• 自らの主張を相手がどう考えるのかにはお構いなく押し通すの
ではなく、別のコミュニケーションの方法がある「はず」

• 前提: 自分自身との内省的対話によって、社会的大義(コーズ)
や人生の目標(アジェンダ)がくみ上げられている

• 利他的でフラットな関係性を対話の相手との間に作り出し、そ
れを基盤に新しい価値を創造 18



第4章: ダイアローグで日本を変える人々

• 日本におけるダイアローグの原点: フュー
チャーセンター運動 （スウェーデン発）とワール
ド・カフェ運動（アメリカ発）

• ホワイトボードをつかったブレイン・ストーミ
ング、ワークショップなどの対話法はここか
ら広がった。

• ダイアローグを用いた地域イノベーション: 日本
の代表例
• 野村恭彦さん: フューチャーセッション
• 西村勇哉さん: ミラツク
• 井上英之さん: マイプロジェクト
• 加藤せい子さん: TS4 みちくさ小道、一人一
品運動

• 坂倉杏介先生: 三田の家、芝の家
• 中村一浩さん: 小布施インキュベーション
キャンプ、小布施イノベーションスクール

• 三田愛さん: コクリ！プロジェクト
• 山崎亮さん: studio-L
• 山田博さん(と中村一浩さん): 森のリトリート 19

【対話のリーダーの特長】

⚫ 意識のレベルでロジカ
ルにイノベーションの
方法論を学ぶ。

⚫ 無意識のレベルで自分
が作り出したいことに
向き合い、心持ちを前
向きに感じる。

⚫ 「いまを変えたい」と声
にとりあえず出してみ
ることを恐れない。

⚫ つながり上手。他者や
コミュニティでのオープ
ンかつフラットで温かい
関係性の構築に長け
ている。

⚫ 地域や友人とつながっ
ているから、自分自身
の幸福度もとても高い。



第5章: ダイアローグがつくる幸福な未来

• 進歩主義的歴史観（歴史は必ず進歩する）に囚われずに
未来を考え、つくることが大事

• ダイアローグを通じて無意識にアプローチすること

• 「古層と表層を行き来する窓」をつくること

• 従来の論理では表現できなかったモノコト（美や感情な
ど）を論じることができる

• アメリカで体系化されたダイアローグは、日本向けにアレン
ジしていく必要がある。

• ウェルビーイング(心豊か)な生き方、働き方を追求していく
うえで、ダイアローグは非常に有効である。

• 現在の社会（表層）を幸せにすることは、未来の古層を
豊かにすることでもある。
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われわれが「じぶんごと」として無意識と
の対話から創りたい

ひらめき、問題解決、社会イノベーション、
協創とウェルビーイング(幸福)
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